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大阪狭山市の給与・定員管理等について  

１ 総括 

 

(1) 人件費の状況（普通会計決算） 

区 分 
住民基本台帳人口 

(平成30年1月1日) 

歳 出 額 

        Ａ 
実質収支 

人 件 費 

      Ｂ 

人件費率 

 Ｂ／Ａ 

(参考) 

H28年度の 

人件費率 

H29年度 
人 

58,232 

千円 

18,851,015 

千円 

471,747 

千円 

3,648,389 

％ 

19.3 

％ 

20.5 

（注） 人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含んでいます。 

 

(2) 職員給与費の状況（普通会計決算） 

区 分 
職員数 

Ａ  

給     与     費 
一人当たり 

給 与 費 

Ｂ／Ａ 

（参考） 

類似団体平均 

一人当たり 

給 与 費 
給  料 職員手当 

期 末 ・ 

勤勉手当 

計 

  Ｂ 

H29年度 379人 
千円 

1,375,031 

千円 

460,463 

千円 

621,867 

千円 

2,457,361 

千円 

6,483 

千円 

6,178 

（注） １ 職員手当には退職手当を含んでいません。 

２ 職員数は、平成２９年４月１日現在の普通会計に属する人数です。 

３ 給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれており、 

職員数には当該職員を含んでいません。 

 

(3) ラスパイレス指数の状況 
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（注）１ ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国

の職員数（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用

職員の俸給月額を100として計算した指数です。  

   ２ ( ) 書きの数値は、地域手当補正後ラスパイレス指数です。地域手当補正後ラスパイレス指数とは、

地域手当を加味した地域における国家公務員と地方公務員の給与水準を比較するため、地域手当の支

給率を用いて補正したラスパイレス指数です。算出方法は下記のとおりです。 

    補正前のラスパイレス指数×（１+ 当該団体の地域手当支給率）／（１+ 国の指定基準に基づく地域

手当支給率） 

３ 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したも

のです。 

 

 (4) 給与制度の総合的見直しの実施状況について 

 

 

 

 

①給料表の見直し 

［ 実施 ］ 

実施内容（平均引下げ率、実施（実施予定）時期、経過措置の有無等具体的な内容（未実施の場合には、

その理由）） 

 

 

 

 

②地域手当の見直し 

実施内容（国基準における場合の支給割合及び当該団体の支給割合） 

 

③その他の見直し内容 

 

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の

支給割合の見直し等に取り組むとされています。 

（給料表の改定実施時期）平成２７年４月１日 

（内容）一般行政職の給料表について、国の見直し内容を踏まえ、平均２％引下げ。 

激変緩和のため、３年間（平成３０年３月３１日まで）の経過措置（現給保障）を実施。 

実施なし 

 

（支給割合）国基準１５％に対し、大阪狭山市においては１３％を支給。 

（実施時期）平成２７年４月１日より実施。段階的に支給割合を引上げることとし、平成２７年４月  

１日時点は１１％、給与改定後は平成２７年４月に遡及し１３％、平成２８年４月１日時点、平成２９

年４月１日時点、平成３０年４月１日時点はいずれも１３％を支給。 

 

（参考） 

 
平成２６年度

の支給割合 

平成２７年度の支給割合 平成２８～３０年度 

の支給割合 ４月１日時点 遡及改定後 

国基準による

支給割合 
１０％ １１％ １３％ １５％ 

大阪狭山市の

支給割合 
１０％ １１％ １３％ １３％ 
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２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況 

 

(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成３０年４月１日現在） 

① 一般行政職 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額 

（国比較ベース） 

大阪狭山市 ３９．７歳 ３０７，３８９円 ４１２，３７７円 ３９０，２７５円 

大 阪 府 ４２．０歳 ３２５，２６９円 ４３５，７１７円 ３８２，５８１円 

国 ４３．５歳 ３２９，８４５円 ― ４１０，９４０円 

類似団体 ４１．３歳 ３１０，７５４円 ３９１，７００円 ３５６，３５２円 

 

② 技能労務職 

区 分 

公  務  員 民  間 

平均年齢 職員数 平均給料月額 
平均給与月額 

(A) 
平均給与月額 
（国比較ベース） 

対応する民間

の類似職種 
平均年齢 

平均給与月額 

(B) 

大阪狭山市 48.2歳 14 361,029円 446,611円 434,307円 ― ― ― 

  

うち清掃職員 45.3歳 7 351,714円 439,495円 420,343円 
廃棄物処理業 

（男女） 
45.8歳 293,000円 

うち学校給食員 58.5歳 2 380,600円 455,126円 442,226円 
調理士 

（男女） 
41.4歳 278,500円 

うち用務員 48.2歳 5 366,240円 453,169円 450,689円 
用務員 

（男女） 
55.6歳 207,200円 

大 阪 府 52.5歳 520 315,551円 392,167円 364,837円 ― ― ― 

国 50.7歳 2,553 286,817円 ― 328,637円 ― ― ― 

類似団体 50.8歳 ― 325,745円 380,687円 358,362円 ― ― ― 

 

区 分 

参   考 

年収ベース（試算値）の比較 

A/B 
公務員 

(C) 

民間 

(D) 
C/D 

大阪狭山市 ― ― ― ― 

  

うち清掃職員 1.50 7,244,598 円 4,038,000 円 1.79 

うち学校給食員 1.63 7,642,369 円 3,760,600 円 2.03 

うち用務員 2.19 7,572,407 円 2,808,700 円 2.70 

※民間データは、「賃金構造基本統計調査」（賃金センサス）において公表されているデータを使用しています。 

 （平成２７年度から平成２９年度までの３か年平均） 

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一

致しているものではありません。 

※年収ベースの「公務員(C)」及び「民間(D)」のデータは、それぞれ平均給与月額を１２倍したものに、

公務員においては前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額

を加えた試算値です。 
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③ 教 育 職 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

大阪狭山市 ４２．２歳 ３２４，８１９円 ４１６，０６０円 

大 阪 府 ３８．１歳 ３３６，２８３円 ４０８，２９８円 

類似団体 ３９．７歳 ３０２，３８５円 ３５０，２６９円 

 （注）１「平均給料月額」とは、平成３０年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。 

２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手

当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにさ

れているものです。 

また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（時間外勤務手

当等を除いたもの）で算出しています。 

 

(2) 職員の初任給の状況（平成３０年４月１日現在） 

区     分 大阪狭山市 大 阪 府 国 

一般行政職 

大 学 卒 185,800円 182,800円 179,200円 

高 校 卒 156,800円 148,500円 147,100円 

技能労務職 高 校 卒 ― 153,267円 ― 

教 育 職 

大 学 卒 185,800円 204,100円 ― 

高 校 卒 156,800円 ― ― 

 

(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成３０年４月１日現在） 

区    分 経験年数１０年 経験年数２０年 経験年数２５年 経験年数３０年 

一般行政職 

大学卒 ２７１，１７５円 ― ― ４１８，９６７円 

高校卒 ― ― ― ― 

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいい、それ以外の

場合は、就職前の職務経験年数を換算し、在職年数に加算した年数をいいます。 
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３ 一般行政職の級別職員数等の状況 

(1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（平成３０年４月１日現在） 

区 分 標準的な職務内容 
１号給の 

給料月額（円） 

最高号給 

の給料月額（円） 
職員数 構成比 

１級 主  事 １４２，６００ ２４７，１００  １８人  ７．９% 

２級 主 事 １９２，７００ ３０３，８００  ２７人 １１．９% 

３級 主 任 ２２８，９００ ３４９，６００  ５０人 ２２．０% 

４級 主 査 ２６２，０００ ３８０，６００  ３８人 １６．８% 

５級 課長補佐・主 幹 ２８８，０００ ３９２，６００  ４０人 １７．６% 

６級 課 長 ３１８，５００ ４０９，８００  ３５人 １５．４% 

７級 次 長 ３６２，３００ ４４４，５００   ５人  ２．２% 

８級 部 長 ４０７，７００ ４６８，２００  １４人  ６．２% 

計 ２２７人  １００% 

（注）１ 市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

   ２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 

 

 

（注）平成２６年に７級制から８級制に変更しています。 
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(2) 国との給料表カーブ比較表（行政職（一））（平成３０年４月１日現在） 

 

 

 

 

(3) 昇給への人事評価の活用状況（大阪狭山市） 

平成 30年 4月 2日から平成 31年 4月 1日 

までにおける運用 
管理職員 一般職員 

イ．人事評価を活用している   

 

活用している昇給区分 
昇給可能 

な区分 

昇給実績 

がある区分 

昇給可能 

な区分 

昇給実績 

がある区分 

上位、標準、下位の区分     

上位、標準の区分 
    

標準、下位の区分 
    

標準の区分のみ（一律）   
  

ロ．人事評価を活用していない ○ ○ 

  活用予定時期 未定 未定 
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４ 職員の手当の状況 

 

(1) 期末手当・勤勉手当 

大阪狭山市 大 阪 府 国 

１人当たり平均支給額 

（H29年度）  １，６７１千円 

１人当たり平均支給額 

（H29年度）  １，７３７千円 
－ 

（H29年度支給割合） 

期末手当   勤勉手当 

２．６０月分   １．８０ 月分 

（１．４５）月分（０．８５）月分 

（H29年度支給割合） 

期末手当   勤勉手当 

２．６０月分   １．８０ 月分 

（１．４５）月分（０．８５）月分 

（H29年度支給割合） 

期末手当   勤勉手当 

２．６０月分   １．８０ 月分 

（１．４５）月分（０．８５）月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による 

加算措置 

・役職加算   ５～２０％ 

 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による 

加算措置 

・役職加算   ５～２０％ 

・管理職加算 １０～２５％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による 

加算措置 

・役職加算   ５～２０％ 

・管理職加算 １０～２５％ 

（注） (  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 

 

【参考】勤勉手当への人事評価の活用状況（大阪狭山市） 

平成 30年度中における運用 管理職員 一般職員 

イ．人事評価を活用している   

 

活用している成績率 
支給可能 

な成績率 

支給実績が 

ある成績率 

支給可能 

な成績率 

支給実績が 

ある成績率 

上位、標準、下位の成績率     

上位、標準の成績率 
    

標準、下位の成績率 
    

標準の成績率のみ（一律） 
    

ロ 人事評価を活用していない ○ ○ 

 活用予定時期 令和元年 6月期 令和元年 6月期 
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(2) 退職手当（平成３０年４月１日現在） 

大阪狭山市 国 

（支給率）  自己都合     応募認定・定年 

勤続２０年 19.6695 月分       24.586875 月分 

勤続２５年 28.0395 月分       33.27075  月分 

勤続３５年 39.7575 月分       47.709    月分 

最高限度額 47.709  月分       47.709    月分 

 

その他の加算措置 

 定年前早期退職特例措置 

勤続25年以上で、定年前6月を超え10年以内の退職者に

対し、 定年前1年につき2％加算（最大20％） 

 

1人当たり 

平均支給額  6,575千円     23,250千円 

（支給率）  自己都合     応募認定・定年 

勤続２０年 19.6695 月分       24.586875 月分 

勤続２５年 28.0395 月分       33.27075  月分 

勤続３５年 39.7575 月分       47.709    月分 

最高限度額 47.709  月分       47.709    月分 

 

その他の加算措置 

 定年前早期退職特例措置 

勤続20年以上で、定年前6月を超え15年以内の退職者

に対し、 定年前1年につき3％（定年前1年以内の者は

2％）加算（最大45％） 

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２９年度に退職した職員に支給された平均額です。 

 

(3) 地域手当（平成３０年４月１日現在） 

支 給 実 績（H29年度決算） ２０９，３５０千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（H29年度決算） ５２６，００４ 円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率） 

全地域 １３％ ４０１人 １５％ 

 

 (4) 特殊勤務手当（平成３０年４月１日現在） 

支給実績（H29年度決算）  ３，６９４千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（H29年度決算） ６５，９６１ 円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（H29年度）  １４．１ ％ 

手当の種類（手当数） ７種類 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 
支給実績 

（H29年度決算） 

左記職員に対 

する支給単価 

市税等徴収手当 

税務G・保険年金G・

高齢介護Gに所属す

る職員 

市税、国民健康保険料又は

介護保険料を徴収するため

実地に訪問し納入の督励及

び徴収事務 

実績なし 日額 ２００円 
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手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 
支給実績 

（H29年度決算） 

左記職員に対 

する支給単価 

社会福祉事務手当 

(1) 生活援護Gに所

属する職員 

 

 

 

 

(2) 福祉G・高齢介

護G・こども政策部

に所属する職員 

 

 

(1)生活保護法の規定に基

づきその被保護者又は要

保護者の住居等を訪問し

て実地調査又は指導の業

務 

(2)上記以外で、援護、育成

又は更生の措置を要する

者等の家庭を訪問し、こ

れらの者に面接し本人の

環境等を調査し、保護そ

の他の措置の必要の有無

及びその種類を判断し本

人に対し生活指導を行う

等の業務 

118.8千円 

 

 

 

 

実績なし 

日額 ３００円 

 

 

 

 

日額 ２００円 

 

 

 

 

 

行旅病人等収容護送

手当 

(1)、(2)生活援護G

に所属する職員 

(1)行旅病人の収容又は護

送 

(2)行旅死亡人の収容又は

護送 

実績なし 
１件  ５００円 

１件３，０００円 

死獣処理手当 
生活環境G・公園緑

地Gに所属する職員 

犬、猫その他これらに類す

るものの死体の処理作業 
320.5千円 １件 ５００円 

感染症防疫作業手当 
健康推進Gに所属す

る職員 
感染症の予防消毒作業 実績なし １回 ５００円 

危険手当 

(1)生活環境G・土木

Gに所属する職員 

(2) 教育総務G（技

能職員）・公園緑地G

に所属する職員 

(3) 都市計画Gに所

属する職員 

(1)交通を遮断することな

く道路上で行う作業 

(2)毒物及び劇物取締法規

定する薬品等を使用して

行う作業 

(3)地上５メートル以上の

足場の不安定な箇所で行

う作業 

884.5千円 日額 ５００円 

救急出動手当 
救急救命士の資格

を有する消防職員 
救急救命業務 2,370.0千円 １回 ５００円 

 

(5) 時間外勤務手当 

支 給 実 績 （H29年度決算） ６０，８５７千円 

職員１人当たり平均支給年額（H29年度決算）    ２２９千円 

支 給 実 績 （H28年度決算） ５６，１４０千円 

職員１人当たり平均支給年額（H28年度決算）    ２０１千円 

（注）職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（平成 29 年度決算）」と同じ年度

の４月１日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならな

い職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含みます。 
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(6) その他の手当（平成３０年４月１日現在） 

手当名 内容及び支給単価 
国の制度 

との異同 

国の制度と 

異なる内容 

支給実績 

(H29年度決算) 

支 給 職 員  

１人当たり 

平均支給年額 

(H29年度決算) 

扶養手当 

配偶者          6,500円 

子           10,000円 

父母等          6,500円 

16歳から22歳の子がある場合の加算額 

1人につき 5,000円 

同じ  49,834千円 258,207円 

住居手当 

借家・借間居住者 

家賃が12,000円を超え23,000円まで 

家賃額に応じて最高11,000円 

家賃が23,000円を超える場合 

  家賃額に応じて最高27,000円 

同じ  24,188千円 291,426円 

通勤手当 

交通機関等利用者 

運賃が 55,000 円以下については運賃相当

額（６箇月定期券相当分支給） 

自動車等交通用具使用者 

距離に応じて2,000円～31,600円 

同じ  24,889千円 72,564円 

管理職手当 
管理・監督の職にある職員の役職に応じて、

40,000円～80,000円 
同じ  92,632千円 701,761円 

休日勤務 

手  当 

休日勤務１時間につき勤務１時間当たりの

給与額に100分の135を乗じて得た額 
同じ  20,913千円 410,056円 
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５ 特別職の報酬等の状況（平成３０年４月１日現在） 

区     分 給 料 月 額 等                     

給 

 

料 

  （参考）類似団体における最高／最低額 

市     長 

 

副  市  長 

９００，０００円 

 

７６０，０００円 

1,061,000円  ／   644,000円 

 

885,000円   ／   620,000円 

報 

 

酬 

議     長 

 

副  議  長 

 

議     員 

５５１，０００円 

 

４９４，０００円 

 

４７５，０００円 

737,000円   ／   357,000円 

 

653,000円   ／   294,000円 

 

591,000円   ／   266,000円 

地 

域 

手 

当 

市     長 

副  市  長 

（平成２９年度支給割合） 

         １１％ 

期 

末 

手 

当 

市     長 

副  市  長 

 （平成２９年度支給割合） 

                ４．１０月分 

議     長 

副  議  長 

議     員 

 （平成２９年度支給割合） 

                ４．１０月分 

退 

職 

手 

当 

 

市     長 

 

副  市  長 

 （算定方式）                 （１期の手当額）    （支給時期） 

給料月額×３８／１００×在職月数  １６，４１６千円   任期ごと 

 

給料月額×２６／１００×在職月数   ９，４８５千円   任期ごと 

（注）１ 退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８

月）勤めた場合における退職手当の見込額です。 
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６ 職員数の状況 

(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在） 

区 分 

部 門 

職 員 数 対前年 

増減数 
主 な 増 減 理 由 

H２９年 H３０年 

普 

 

通 

 

会 

 

計 

 

部 

 

門 

一 

 

般 

 

行 

 

政 

 

部 

 

門 

議  会 

総  務 

税  務 

労  働 

民  生 

衛  生 

農林水産 

商  工 

土  木 

４ 

７８ 

２４ 

１ 

６９ 

２８ 

３ 

３ 

２９ 

４ 

８０ 

２４ 

１ 

７０ 

２８ 

３ 

３ 

２７ 

０ 

２ 

０ 

０ 

１ 

０ 

０ 

０ 

△２ 

 

 業務増（２） 

 

 

 業務増（１） 

 

 

 

 業務減（△１）、欠員不補充（△１） 

小計 ２３９ ２４０ １ 

 ＜参考＞ 

人口 1万人当たり職員数    41.21人 

（類似団体の人口 1 万人当たり職員数

49.02人） 

教育部門 ６６ ６６ ０  

消防部門 ７４ ７６ ２  業務増（２） 

小  計 ３７９ ３８２ ３ 

 ＜参考＞ 

人口 1万人当たり職員数       65.60人 

（類似団体の人口 1 万人当たり職員数 

62.84人） 

公 

営 

企 

業 

等 

会 

計 

部 

門 

水  道 

  

下 水 道 

  

そ の 他 

１５ 

  

８ 

  

１９ 

１５ 

  

９ 

  

１９ 

０ 

 

１ 

 

０ 

 

 

 業務増（１） 

 

 

小  計 ４２ ４３ １  

合    計 
４２１ 

［４５９］ 

４２５ 

［４５９］ 

４ 

 

 ＜参考＞ 

人口 1万人当たり職員数    72.98人 

（注）［   ］内は、条例定数の合計です。 

 

(2) 年齢別職員構成の状況（平成３０年４月１日現在） 

区分 
20歳 

未満 

20歳 

 

23歳 

24歳 

 

27歳 

28歳 

 

31歳 

32歳 

 

35歳 

36歳 

 

39歳 

40歳 

 

43歳 

44歳 

 

47歳 

48歳 

 

51歳 

52歳 

 

55歳 

56歳 

 

59歳 

60歳 

以上 
計 

職員数 2人 20人 55人 66人 43人 18人 20人 69人 65人 24人 33人 10人 425人 
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(3) 職員数の推移（各年４月１日現在） 

                  

 

 

 

      年度  

部門別 

H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 
過去５年間の 

増減数（率） 

一般行政 232 232 238 238 239 240 ８（3.4%） 

教育 65 65 65 66 66 66 １（1.5%） 

消防 74 72 73 71 74 76 ２（2.7%） 

普通会計計 371 369 376 375 379 382 １１（3.0%） 

公営企業等会計計 44 44 44 43 42 43 △１（△2.3%） 

総合計 415 413 420 418 421 425 １０（2.4%） 

 

. 
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７ 公営企業職員の状況 

 

 水道事業 

① 職員給与費の状況 

ア 決算 

区 分 
総 費 用 

 
Ａ 

純損益又は実
質収支 

職員給与費 
 

Ｂ 

総費用に占める
職員給与費比率 

Ｂ／Ａ 

(参考)H28 年度の総
費用に占める職員
給与費比率 

H29年度 

千円 千円 千円 ％ ％ 

1,092,497 108,950 82,046 7.5 7.4 

 （注） 資本勘定支弁職員に係る職員給与費（17,369千円）を含んでいません。 

  

区 分 
職員数 

Ａ 

給      与      費 一人当たり 

給 与 費 

Ｂ/Ａ 

（参考） 

類似団体平均 

一人当たり 

給 与 費 
給  料 職員手当 

期 末 ・ 

勤勉手当 
計  Ｂ 

H29年度 15人 
千円 

57,582 

千円 

16,696 

千円 

25,137 

千円 

99,415 

千円 

6,628 

千円 

6,148 

（注）１ 職員手当には退職手当を含んでいません。 

   ２ 職員数は、平成３０年３月３１日現在の人数です。 

 

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成３０年４月１日現在） 

区 分 平均年齢 基本給 平均月収額 

大阪狭山市 

上下水道部 
４７．８歳 ３７３，３２７円 ５５２，３０５円 

団 体 平 均 ４４．２歳 ３４１，０６６円 ５１１，４２５円 

事 業 者   － 歳  －     円    －   円 

 （注） 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含んでいます。 

 

③ 職員の手当の状況 

ア 期末手当・勤勉手当 

大阪狭山市上下水道部 一般行政職 

１人当たり平均支給額（H29年度） 

            １，６７６千円 

１人当たり平均支給額（H29年度） 

  １，６７１千円 

（H29年度支給割合） 

        期末手当      勤勉手当 

   ２．６０  月分  １．８０  月分 

    （１．４５）月分 （０．８５）月分 

（H28年度支給割合） 

        期末手当      勤勉手当 

   ２．６０  月分  １．８０  月分 

    （１．４５）月分 （０．８５）月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算  ５～２０％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算  ５～２０％ 

 (注)  (  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 
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イ 退職手当（平成３０年４月１日現在） 

大阪狭山市上下水道部 一般行政職 

（支給率）  自己都合     応募認定・定年 

勤続２０年 19.6695 月分       24.586875 月分 

勤続２５年 28.0395 月分       33.27075  月分 

勤続３５年 39.7575 月分       47.709    月分 

最高限度額 47.709  月分       47.709    月分 

 

その他の加算措置 

 定年前早期退職特例措置 

勤続25年以上で、定年前 6月を超え10年以内

の退職に対し、定年前 1年につき2％加算  

（最大20％） 
 
1人当たり 
平均支給額      0 千円     0千円 

（支給率）  自己都合     応募認定・定年 

勤続２０年 19.6695 月分       24.586875 月分 

勤続２５年 28.0395 月分       33.27075  月分 

勤続３５年 39.7575 月分       47.709    月分 

最高限度額 47.709  月分       47.709    月分 

 

その他の加算措置 

 定年前早期退職特例措置 

勤続 25年以上で、定年前 6月を超え 10年以内

の退職に対し、定年前 1年につき2％加算  

（最大20％） 
 
1人当たり 
平均支給額   6,575 千円  23,250千円 

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２９年度に退職した職員に支給された平均額です。 

 

ウ 地域手当（平成３０年４月１日現在） 

支 給 実 績（H29年度決算） ８，２３３千円 

支給職員１人当たりの平均支給年額（H29年度決算） ５４９千円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度(支給率) 

全地域 １３％ １５人 １３％ 

 

エ 特殊勤務手当（平成３０年４月１日現在） 

支給実績（H29年度決算） ０千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（H29年度決算） ０ 円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（H29年度） ０．０ ％ 

手当の種類（手当数）       ２ 種類 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 
支給実績 

（H29年度決算） 

左記職員に対 

する支給単価 

徴収手当 
徴収業務に従事した

職員 
徴収業務 実績なし 日額 ２００円 

危険手当 
危険業務に従事した

職員 

毒物及び劇物取締法に

規定する薬品等を使用

して行う作業 

実績なし 日額 ５００円 

 

オ 時間外勤務手当 

支 給 実 績（H29年度決算） １，４９１千円 

職員１人当たり平均支給年額（H29年度決算） １６６千円 

支 給 実 績（H28年度決算） ８９９千円 

職員１人当たり平均支給年額（H28年度決算） ９０千円 
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カ その他の手当（平成３０年４月１日現在） 

手当名 内容及び支給単価 

一般行政 

職の制度 

との異同 

一般行政職 

の制度と 

異なる内容 

支給実績 

(H29年度決算) 

支給職員1人当たり 

平均支給年額 

(H29年度決算) 

扶 

養 

手 

当 

配偶者          6,500円 

子           10,000円 

父母等          6,500円 

16歳から22歳の子がある場合の加算額       

1人につき 5,000円 

同じ  1,384千円 230,667円 

住 

居 

手 

当 

借家・借間居住者 

家賃が 12,000円を超え 23,000円まで 

家賃額に応じて最高 11,000円 

家賃が 23,000円を超える場合 

 家賃額に応じて最高 27,000円 

同じ  411千円 205,500円 

通 

勤 

手 

当 

交通機関等利用者 

運賃が55,000円以下については運賃相当

額（６箇月定期券相当分支給） 

自動車等交通用具使用者 

距離に応じて2,000円～24,500円 

同じ  692千円 57,633円 

管
理
職 

手 

当 

管理・監督の職にある職員の役職に応じ

て、50,000円～80,000円 
同じ  4,366千円 727,600円 

休
日
勤
務 

手 
 

当 

休日勤務１時間につき勤務１時間当たり

の給与額に100分の135を乗じて得た額 
同じ  実績なし 実績なし 
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⑵ 下水道事業 

① 職員給与費の状況 

ア 決算 

区 分 
総 費 用 

 
Ａ 

純損益又は実
質収支 

職員給与費 
 

Ｂ 

総費用に占める
職員給与費比率 

Ｂ／Ａ 

(参考)H28 年度の総
費用に占める職員
給与費比率 

H29年度 

千円 千円 千円 ％ ％ 

1,583,155 7,722 28,130 1.8 1.7 

 （注） 資本勘定支弁職員に係る職員給与費（34,136千円）を含んでいません。 

  

区 分 
職員数 

Ａ 

給      与      費 一人当たり 

給 与 費 

Ｂ/Ａ 

（参考） 

類似団体平均 

一人当たり 

給 与 費 
給  料 職員手当 

期 末 ・ 

勤勉手当 
計  Ｂ 

H29年度 9人 
千円 

34,993 

千円 

10,954 

千円 

16,319 

千円 

62,266 

千円 

6,918 

千円 

6,128 

（注）１ 職員手当には退職手当を含んでいません。 

   ２ 職員数は、平成３０年３月３１日現在の人数です。 

 

② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成３０年４月１日現在） 

区 分 平均年齢 基本給 平均月収額 

大阪狭山市 

上下水道部 
４３．３歳 ３８５，５９１円 ５７６，５３５円 

団 体 平 均 ４３．２歳 ３３９，２６６円 ５１０，９２８円 

事 業 者   － 歳  －     円    －   円 

 （注） 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含んでいます。 

 

③ 職員の手当の状況 

ア 期末手当・勤勉手当 

大阪狭山市上下水道部 一般行政職 

１人当たり平均支給額（H29年度） 

            １，８１３千円 

１人当たり平均支給額（H29年度） 

  １，６７１千円 

（H29年度支給割合） 

        期末手当      勤勉手当 

   ２．６０  月分  １．８０  月分 

    （１．４５）月分 （０．８５）月分 

（H29年度支給割合） 

        期末手当      勤勉手当 

   ２．６０  月分  １．８０  月分 

    （１．４５）月分 （０．８５）月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算  ５～２０％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 

・役職加算  ５～２０％ 

 (注)  (  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 
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イ 退職手当（平成３０年４月１日現在） 

大阪狭山市上下水道部 一般行政職 

（支給率）  自己都合     応募認定・定年 

勤続２０年 19.6695 月分       24.586875 月分 

勤続２５年 28.0395 月分       33.27075  月分 

勤続３５年 39.7575 月分       47.709    月分 

最高限度額 47.709  月分       47.709    月分 

 

その他の加算措置 

 定年前早期退職特例措置 

勤続25年以上で、定年前 6月を超え10年以内

の退職に対し、定年前1年につき2％加算  

（最大20％） 
 
1人当たり 
平均支給額      0 千円   21,116千円 

（支給率）  自己都合     応募認定・定年 

勤続２０年 19.6695 月分       24.586875 月分 

勤続２５年 28.0395 月分       33.27075  月分 

勤続３５年 39.7575 月分       47.709    月分 

最高限度額 47.709  月分       47.709    月分 

 

その他の加算措置 

 定年前早期退職特例措置 

勤続 25年以上で、定年前 6月を超え 10年以内

の退職に対し、定年前 1年につき2％加算  

（最大20％） 
 
1人当たり 
平均支給額   6,575 千円  23,250千円 

（注） 退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２９年度に退職した職員に支給された平均額です。 

 

ウ 地域手当（平成３０年４月１日現在） 

支 給 実 績（H29年度決算） ５，０１９千円 

支給職員１人当たりの平均支給年額（H29年度決算） ５５８千円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度(支給率) 

全地域 １３％ ９人 １３％ 

 

エ 特殊勤務手当（平成３０年４月１日現在） 

支給実績（H29年度決算） ２ 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（H29年度決算） ６６７ 円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（H29年度） ３３．３ ％ 

手当の種類（手当数）       ２ 種類 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 
支給実績 

（H29年度決算） 

左記職員に対 

する支給単価 

徴収手当 
徴収業務に従事した

職員 
徴収業務 実績なし 日額 ２００円 

下水処理作業

手当 

下水処理作業に従事

した職員 

管渠等での汚水、汚泥等

のしゅんせつ搬出作業 
２，０００円 日額 ５００円 

 

オ 時間外勤務手当 

支 給 実 績（H29年度決算） ８２８千円 

職員１人当たり平均支給年額（H29年度決算） １３８千円 

支 給 実 績（H28年度決算） １，４９１千円 

職員１人当たり平均支給年額（H28年度決算） ２１３千円 
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カ その他の手当（平成３０年４月１日現在） 

手当名 内容及び支給単価 

一般行政 

職の制度 

との異同 

一般行政職 

の制度と 

異なる内容 

支給実績 

(H29年度決算) 

支給職員1人当たり 

平均支給年額 

(H29年度決算) 

扶 

養 

手 

当 

配偶者          6,500円 

子           10,000円 

父母等          6,500円 

16歳から22歳の子がある場合の加算額       

1人につき 5,000円 

同じ  1,632千円 233,143円 

住 

居 

手 

当 

借家・借間居住者 

家賃が 12,000円を超え 23,000円まで 

家賃額に応じて最高 11,000円 

家賃が 23,000円を超える場合 

 家賃額に応じて最高 27,000円 

同じ  実績なし 実績なし 

通 

勤 

手 

当 

交通機関等利用者 

運賃が55,000円以下については運賃相当

額（６箇月定期券相当分支給） 

自動車等交通用具使用者 

距離に応じて2,000円～24,500円 

同じ  813千円 90,318円 

管
理
職 

手 

当 

管理・監督の職にある職員の役職に応じ

て、50,000円～80,000円 
同じ  1,980千円 660,000円 

休
日
勤
務 

手 
 

当 

休日勤務１時間につき勤務１時間当たり

の給与額に100分の135を乗じて得た額 
同じ  実績なし 実績なし 

   


